
議案第 ５４ 号

定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の締結について

定住自立圏構想推進要綱（平成 20 年 12 月 26 日総行応第 39 号）に基づき、天理市と

の間において締結した定住自立圏の形成に関する協定を、別紙のとおり一部を変更する

協定を締結することについて、三宅町議会の議決すべき事件に関する条例（平成 26 年

12 月三宅町条例第 37 号）の規定に基づき、議会の議決を求める。

令和６年１２月 ９日提出

三宅町長 森田 浩司
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定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書

平成27年３月27日に天理市（以下「甲」という｡)と三宅町（以下「乙」とい

う｡)との間で締結した定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定を

次のとおり締結する。

別表第１の３の環境の分野を次のように改める。

３ 環境

(１) 一般廃棄物処理施設の効率的な運営

別表第２中

「１ 地産地消

(１) 特産品等のＰＲ、販路拡大の推進

を

「１ デジタル

取組内容 甲の役割 乙の役割

一般廃棄物処理施設の

効率的な運営を行うとと

もに、より一層のごみの

減量やリサイクルの推進

等に取り組む。

持込ごみについては、

圏域住民の利便性向上の

ため、事前予約システム

を導入し窓口を一本化す

る。

甲は、新ごみ処理施設

の安定的な処理体制の確

保に努めるとともに、乙

と連携して、ごみの減量

やリサイクルの推進等に

取り組む。

甲は、持込ごみについ

て、事前予約システムの

安定的な運用、搬入者及

び搬入物の確認等の一連

の業務を行う。また、事

前予約制の住民等への周

知を行う。

乙は、新ごみ処理施設

の安定的な処理体制を確

保するため、必要な協力

を行うとともに、甲と連

携して、ごみの減量やリ

サイクルの推進等に取り

組む。

乙は、事前予約制の住

民等への周知を行い、甲

の運営に協力する。

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域内の特産品等に

ついて、関係団体等と

連携し、情報共有を行

い、販売戦略を展開す

るとともに、地域ブラ

ンド化の推進を図る。

甲は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

乙とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。

乙は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

甲とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。
」
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(１) ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進

２ 地産地消

(１) 特産品等のＰＲ、販路拡大の推進

に改める。

この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印

の上、それぞれ１通を保有する。

令和 年 月 日

甲 天理市川原城町6 0 5番地

天理市

天理市長 並 河 健

乙 磯城郡三宅町大字伴堂6 8 9番地

三宅町

三宅町長 森 田 浩 司

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域で連携し、ＤＸ

に関する情報の共有化

を図るとともに、利用

者視点に立ったデジタ

ル技術の利活用を通じ

て、情報格差（デジタ

ルデバイド）の解消も

含めた住民サービスの

利便性向上に取り組

む。

甲は、圏域の合同情

報交換会を開催するこ

とにより、乙と連携し

て、デジタル技術利活

用に対する意識の向上

と支援体制の構築を図

る。

乙は、圏域の合同情

報交換会に参加するこ

とにより、甲と連携し

て、デジタル技術利活

用に対する意識の向上

と支援体制の構築を図

る。

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域内の特産品等に

ついて、関係団体等と

連携し、情報共有を行

い、販売戦略を展開す

るとともに、地域ブラ

ンド化の推進を図る。

甲は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

乙とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。

乙は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

甲とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。
」
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定住自立圏の形成に関する協定書新旧対照表

改 正 案 現 行

別表第１（第３条関係） 別表第１（第３条関係）

生活機能の強化に関する政策分野 生活機能の強化に関する政策分野

３ 環境 ３ 環境

(１) 一般廃棄物処理施設の効率的な運営 (１) 一般廃棄物の効率的な広域処理の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割 取組内容 甲の役割 乙の役割

一般廃棄物処理施設

の効率的な運営を行う

とともに、より一層の

ごみの減量やリサイク

ルの推進等に取り組

む。

持込ごみについて

は、圏域住民の利便性

向上のため、事前予約

システムを導入し窓口

を一本化する。

甲は、新ごみ処理施

設の安定的な処理体制

の確保に努めるととも

に、乙と連携して、ご

みの減量やリサイクル

の推進等に取り組む。

甲は、持込ごみにつ

いて、事前予約システ

ムの安定的な運用、搬

入者及び搬入物の確認

等の一連の業務を行

う。また、事前予約制

の住民等への周知を行

う。

乙は、新ごみ処理施

設の安定的な処理体制

を確保するため、必要

な協力を行うととも

に、甲と連携して、ご

みの減量やリサイクル

の推進等に取り組む。

乙は、事前予約制の

住民等への周知を行

い、甲の運営に協力す

る。

圏域における一般廃

棄物の効率的な処理体

制を確保するととも

に、より一層のごみの

減量やリサイクルの推

進等に取り組む。

甲は、所有する一般

廃棄物処理施設の安定

的な処理体制の維持・

確保に努めるととも

に、乙と連携して、ご

みの減量やリサイクル

の推進等に取り組む。

乙は、甲の所有する

一般廃棄物処理施設の

安定的な処理体制を維

持・確保するため、必

要な協力を行うととも

に、甲と連携して、ご

みの減量やリサイクル

の推進等に取り組む。

別表第２（第３条関係） 別表第２（第３条関係）
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結びつきやネットワークの強化に関する政策分野 結びつきやネットワークの強化に関する政策分野

１ デジタル １ 地産地消

(１) ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 (１) 特産品等のＰＲ、販路拡大の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割 取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域で連携し、ＤＸ

に関する情報の共有化

を図るとともに、利用

者視点に立ったデジタ

ル技術の利活用を通じ

て、情報格差（デジタ

ルデバイド）の解消も

含めた住民サービスの

利便性向上に取り組

む。

甲は、圏域の合同情

報交換会を開催するこ

とにより、乙と連携し

て、デジタル技術利活

用に対する意識の向上

と支援体制の構築を図

る。

乙は、圏域の合同情

報交換会に参加するこ

とにより、甲と連携し

て、デジタル技術利活

用に対する意識の向上

と支援体制の構築を図

る。

圏域内の特産品等に

ついて、関係団体等と

連携し、情報共有を行

い、販売戦略を展開す

るとともに、地域ブラ

ンド化の推進を図る。

甲は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

乙とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。

乙は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

甲とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。

２ 地産地消

(１) 特産品等のＰＲ、販路拡大の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域内の特産品等に

ついて、関係団体等と

連携し、情報共有を行

い、販売戦略を展開す

るとともに、地域ブラ

甲は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

乙とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン

乙は、圏域内の特産

品等の情報を共有し、

甲とともに広くＰＲを

行うとともに、圏域内

外で開催されるイベン
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ンド化の推進を図る。 ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。

ト、物産展等に出展す

るなど、販路拡大に取

り組む。


